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第二回海洋ワーキンググル綱プ会膳

多利用型統台的海域管理計画
に向けて

今後の海産哺乳類の調査計画

,

特定非営利活動法人

北の海の動物センター

海産哺乳類の保全対策
海産哺乳類の圏体数管理(捕獲・駆除)に向けて

モニタ{4ングとして

ii難1翫罪
季節ごとの傾向を徹底的に調査して、

一(時 期・やり方)を具体的に提言する

H17年 度 知 床 海 棲 ほ 乳 類 回 遊謂 査 計 画

調査時期;200S年9月・-200dW月.各 月】0日間ほど

調資場所;羅目・ウトロ・魁里

隅査内容

●来遊個体数調査

蕪i懇 獄=聴}・h・ ・・・・…把・te
●混獲鯛査

●漁業被窩調査

`漁法・魚場ごとに眼定した漁集4旨にお驕いして.漁 集笹書を昆せてもらい.混獲があ鱗 轍藻 灘 羅騨 鳥
…

・アンケート調蚕など

、ナ

補 足 海鳥について

①梅の生態系の高次捕食者である

②絶滅に鞭しているのもが多い(一部はこの海域で繁猛している)
例)ケイマフリ・マダラウミスズメ・ウ竈ガラスなど

③漁網への混獲やレジャー船などの脅威 にさらされている
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